
別記様式第４－２号

特定給食施設等自己点検票
※点検内容をチェックの上、「自己評価」欄に✔を記入してください。

施設名： 記入日：

・ 入所者個人票 Ａ
1 把握している→ 　 全員 　 一部 ・ 第21条第3項

＞年1回以上把握している身体状況の内容
性別 　 年齢 　 身体活動レベル Ｂ

　 身長 　 体重 　 体格指数 ・ 第9条第1号
　 その他の身体計測 （ ）
　 疾病 　 服薬の有無 ・ Ｃ
　 その他必要項目 （ ） 第2の1

　 把握していない

・
2 　 把握している→ 　 全員 　 一部

＞年1回以上把握している栄養状態の内容 ・
　 禁忌食品、アレルギー 　 食事の摂取状況
　 その他必要項目 （ ） ・ 食事箋　等

　 把握していない

・
3 　 把握している→ 　 全員 　 一部

＞年1回以上把握している生活状況の内容
　 生活リズム 　 運動習慣 　 職業 　 飲酒習慣
　 その他必要項目 （ ）

　 把握していない

・
4 　 設定している→ 　 個別 　 性・年齢階級別 　 その他

＞設定根拠 ・
　 日本人の食事摂取基準に基づく
　 関係通知、法令に基づく ・
　 上記以外 （ ）

・ 約束食事箋
　 設定していない ・

自己評価
確認書類等

根拠法令等
※良　好 要改善

令和　　　　年　　　月　　　　日

点検
事項

点検項目 項目の考え方 点検内容

Ⅰ
身
体
状
況

、
栄
養
状
態
等
の
把
握

、
食
事
の
提
供

、
品
質
管
理
及
び
評
価

①
利
用
者
の
把
握

利用者の性・年齢・
身体活動レベル・体
格・等を把握し、そ
の結果を食事摂取
基準や給与栄養目
標量（１人１日当た
り）等の設定に反映
する必要がある。

　 　
利用者の身体状況を定期
的に把握しているか

利用者の食事の摂
取状況（栄養状態）
を把握し、その結果
を食事摂取基準や
給与栄養目標量（１
人１日当たり）等の
設定に反映する必
要がある。

　

利用者の生活状況
を把握し、その結果
を食事摂取基準や
給与栄養目標量（１
人１日当たり）等の
設定に反映する必
要がある。

　
利用者の生活状況を定期
的に把握しているか 年１回以上、

定期的に利
用者全員の
生活状況を
把握してい
る。

不定期に、
又は利用者
の一部の生
活状況を把
握している。

把握してい
ない。

②
食
事
計
画
の
作
成

利用者の状況に基
づいた給与栄養目
標量を根拠を持って
設定することが基本
となる。

　

健康状態に関
する調査利用者の食事の摂取状況

（栄養状態）を定期的に把
握しているか

年１回以上、
定期的に利
用者全員の
食事の摂取
状況（栄養
状態）を把握
している。

不定期に、
又は利用者
の一部の食
事の摂取状
況（栄養状
態）を把握し
ている。

把握してい
ない。

食物アレルギー
調査

学校、職場検診
結果、健康管理
表

年１回以上、
定期的に利
用者全員の
身体状況を
把握してい
る。

不定期に、
又は利用者
の一部の身
体状況を把
握している。

把握してい
ない。

健康状態に関
する調査
スクリーニング様
式　等

給与栄養目標
量表1～3で把握した利用者の

状況に基づき、給与栄養
目標量を設定しているか

利用者の状
況に基づき、
利用者ごと
に給与栄養
目標量を設
定している。

利用者の一
部又は利用
者全体として
の給与栄養
目標量を設
定している。

設定してい
ない。

生活習慣調査
等

推定エネルギー
必要量算定表
入所者性別年
齢別一覧表

栄養アセスメント
表　等

※根拠法令等

Ａ 健康増進法[平成14年8月2日 法律第103号]

Ｂ 健康増進法施行規則[平成15年4月30日 厚労令第86号]

Ｃ 特定給食施設が行う栄養管理に係る留意事項について

[令和2年3月31日付け健健発0331号第2号別添2]

Ｄ 大量調理施設衛生管理マニュアル[平成9年3月24日衛食第85号別添]

Ｅ 労働安全衛生規則［昭和47年9月30日 労働省令第32号］
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自己評価
確認書類等

根拠法令等
※良　好 要改善

点検
事項

点検項目 項目の考え方 点検内容

・
5 　 工夫している　　

＞内容 ・
　 複数献立→ 給与栄養目標量の設定　　 有 　 無
　 量の調整 ・

　 工夫していない

・ 食品構成表
6 　 作成している ・

＞作成内容
　 食品構成表 　 献立表 　 給与栄養量 ・ 個別栄養計画
　 その他 （ ） ・

　 作成していない

・
7 　 行っている

＞食事計画との整合の確認 ・ 作業工程表
　 発注と納品内容の確認 ・ 発注書
　 献立数量と実使用量（調味料含む）の確認 ・ 納品書
　 提供する食事内容の確認 ・ 貯蔵食品受払簿

・ 消費日計表
　 行っていない

・ 献立表
8 　 品質管理を行っている ・ 食札　等

＞評価項目
　 食事量 　 温度 　 盛り付け
　 形状 　 味付け（汁物の塩分濃度など）
　 その他 （ ）

　 品質管理を行っていない

・ 検食簿
9 　 なっている ・

＞評価者
　 給食従事者以外の職員
　 利用者

＞方法
　 検食（検食者職名 ）
　 給食委員会　
　 アンケート
　 その他 （ ）

　 なっていない

食事アンケート
結果　等

品質管理を
実施し、適
正な食事提
供が行われ
ている。

品質管理を
実施してい
るが、盛り付
けミスなどが
たまにある。

品質管理を
実施してい
ない。

一定の品質の食事
を提供するために、
食事量（盛りつけ量・
食事配分）、温度、
形状（摂取機能等に
適した食事）等を確
認・評価することが
重要である。

　

実際に提供された食
事が、利用者にあっ
た献立であったかを
施設全体で評価す
ることが大切である。

　

利用者間で必要な栄養量
に差が大きい場合には、
適切な選択肢が提供でき
るよう工夫しているか

適切な選択
肢が提供で
きるよう工夫
している。

各献立に目
標量は設定
していない
が、工夫して
いる。

工夫してい
ない。

推定エネルギー
必要量算定表

利用者間で必要な
栄養量に差が大き
い場合には、各利用
者に対して適切な選
択肢が提供できるよ
う工夫することが重
要である。

　
給与栄養目標
量表

入所者個人票
等

予定・実施献立
表　等

給与栄養目標量の
設定とともに、食事
計画を作成すること
で、適正な食事提供
を行うことができる。

　
設定した給与栄養目標量
を達成するための食事の
提供に関する計画を作成
しているか

予定・実施献立
表給与栄養目

標量の設定
とともに、食
事の計画を
作成してい
る。

給与栄養目
標量の設定
は不完全だ
が、食事の
計画は作成
している。

作成してい
ない。

③
食
事
の
提
供

適切な栄養・給食管
理のため、食事計画
に基づいた食材料
の発注、納品、調理
及び提供が実践さ
れる必要がある。

　
予定・実施献立
表

全て食事計
画に基づき
調理が行わ
れていること
を毎日確認
している。

全て食事計
画に基づき
調理が行わ
れていること
を必要に応
じて確認して
いる。

食事計画に
基づかない
調理がなさ
れている。
（確認してい
ない）

食事計画に基づき、食材
料の調達、調理及び提供
を行っているか

提供する食事の品質管理
（食事量・食種・温度・形状
等）を行っているか

実施献立内容について、
評価をもらえる体制となっ
ているか

体制が整備
され、施設全
体で評価し
ている。

体制の整備
あるいは評
価のいずれ
かが不十分
である。

体制の整
備・評価い
ずれもされて
いない。
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自己評価
確認書類等

根拠法令等
※良　好 要改善

点検
事項

点検項目 項目の考え方 点検内容

・ 残食計量表
10 　 把握している→ 　 全体 　 個別 ・

＞食事計画への反映

　 見直しに反映している
　 見直しに反映していない

　 把握していない

・
11 実施給与栄養量の算出→ 　 有 　 無

＞評価
　 評価している→ 　 適正 　 一部給与量に過不足あり

過剰給与栄養素
（ ）
不足給与栄養素
（ ）

　 評価していない

＞上記結果の食事計画への反映　
　 反映させている
　 給与栄養目標量の設定
　 献立作成

　 反映させていない

・ 個別栄養計画
12 　 行っている→ 　 全員 　 一部 ・ 栄養管理記録

＞実施の記録・方法 ・ 喫食状況記録
　 記録している 　 記録していない ・
　 関係職種と連携して実施している 　 実施していない

　 行っていない

＊【病院】
　　ＮＳＴ管理実施の有無

　 有→ 　 全員 　 一部 ・ 給食日誌　等
　 無 ・ モニタリング記録

＊【介護保険施設・介護医療院・老人福祉施設・社会福祉施設】 ・
　　低栄養リスクレベルの把握の有無

　 有→ 　 全員 　 一部
　 無

利用者の身体状況の変化
などを定期的に把握（モニ
タリング）し、栄養状態の評
価をしているか

実施給与栄養量を算出
し、それが適正か評価し、
結果を食事計画に反映さ
せているか

給与栄養目標
量及び給与栄
養量算出記録
等

給与栄養目
標量と実施
給与栄養量
との比較を
し、給与栄
養目標量が
確保されて
いるか確認
している。そ
の結果を食
事計画に反
映させてい
る。

　

実施給与栄
養量の算出
をしているが
評価は行っ
ていない。ま
たは評価は
しているが、
結果を食事
計画に反映
していない。

実施給与栄
養量を算出
していない。

給与栄養目標
量及び給与栄
養量算出等の
記録

入所者個人票
等

　

食事摂取量表
等喫食状況を

把握し、その
結果を食事
計画の見直
しに反映し
ている。

喫食状況を
把握してい
るが、その結
果を食事計
画の見直し
に反映して
いない。

施設関係職
員、関係部
門等と情報
を共有し、対
象となる者全
員をモニタリ
ング、評価
し、その記録
がある。

対象となる者
全員ではな
いが、優先
順位をつ
け、必要に
応じモニタリ
ング、評価を
実施してい
る。

モニタリン
グ、評価を実
施していな
い。

④
食
事
計
画
の
評
価
・
改
善

利用者の喫食状況
を把握し、食事計画
の内容が確保されて
いるかを確認すると
ともに、当該計画の
見直しに反映するこ
とが重要である。

利用者の食事摂取量又は
残食量を把握しているか

利用者の定期的な
モニタリングから食
事計画が適正である
かの評価と、計画内
容の見直しを行うこ
とが重要である。

喫食状況を
把握してい
ない。

実施給与栄養量が
給与栄養目標量を
確保しているか、目
標量に対して著しい
変動がないことを確
認し、食事内容が適
当であるかを評価す
る。食事の質の向上
を図るため、評価結
果を給与栄養目標
量の設定、献立作
成等、栄養管理に
反映させる。
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自己評価
確認書類等

根拠法令等
※良　好 要改善

点検
事項

点検項目 項目の考え方 点検内容

・ 個別栄養計画
13 　 行っている→ 　 全員 　 一部 ・ 栄養管理記録

＞評価の体制 ・ 評価会議記録
　 施設関係職員、関係部門等と連携した、評価体制がある 等
　 施設関係職員、関係部門等と連携した評価体制がない

　 行っていない

・ 身体状況調査 Ａ
14 日常の食事量の把握→ 　 有 　 無 ・ 食生活調査 第21条第3項

・ 生活習慣調査
嗜好・要望等の把握→ 　 有 　 無 ・ 嗜好調査　等 Ｂ
＞ 対象 　 全員 　 一部 第9条第2号
＞ 頻度 　 定期 　 不定期
＞ 内容 　 利用者の状況　 残食量 　 嗜好 　 要望 Ｃ
＞ 方法 　 アンケート 　 聞きとり 　 座談会 第2の2

　 その他
上記結果の献立への反映
　 反映している
　 反映していない

・ 献立表
15 　 ・ 例示表示媒体

＞実施内容 等
　 料理の組み合わせ例
　 栄養成分表示
　 その他

　

　
食事計画の総合的な評価
を行っているか 全員の食事

計画の評価
を行い、関
係職員等と
情報の共有
化が図られ、
評価結果を
計画内容に
反映してい
る。

食事計画の
評価を行っ
ているが、関
係職種と情
報の共有化
はしていな
い。

食事計画の
評価を行っ
ていない。

Ⅱ
食
事

（
給
食

）
の
献
立

①
献
立
の
作
成

残食をおさえ、栄養
面において効果的
な給食運営とするた
め、利用者の身体状
況や嗜好、意向の
確認をする等の配慮
が必要である。

　
利用者の身体状況、日常
の食事の摂取量に占める
給食の割合、嗜好等に配
慮し、献立に反映している
か

利用者の特
性・嗜好・身
体状況等を
把握し、結
果を献立に
反映してい
る。

利用者の特
性・嗜好・身
体状況等を
把握してい
るが、結果を
献立に反映
していない、
もしくは嗜好
など一部の
結果のみ献
立に反映し
ている。

利用者の特
性・嗜好・身
体状況等の
結果を把握
していない。

＊複数献立や選択食を実
施している場合のみ

配慮していない

②
利
用
者
へ
の
配
慮

利用者が健康・栄養
管理を自己管理でき
るよう工夫する必要
がある。

　
複数献立や選択食の場合
に、モデル的な料理の組
み合わせの例を示すなど
の配慮をしているか

配慮している
利用者の状
況に合わせ
て、情報を
提供してい
る。

できる範囲
で必要な情
報を提供し
ている。

情報を提供
しない。
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自己評価
確認書類等

根拠法令等
※良　好 要改善

点検
事項

点検項目 項目の考え方 点検内容

・ Ａ
16 　 行っている 第21条第3項

＞情報提供の内容
　 献立 　 熱量 　 たんぱく質 Ｂ
　 脂質 　 食塩相当量 　 その他 （ ） 第9条第3号

　 行っていない
Ｃ
第2の3

・ 栄養指導記録
17 　 行っている ・ お便り

＞普及（実施）方法 ・ 掲示物　等
　 栄養講話 　 栄養指導 　 便り発行
　 媒体展示 　 ポスター掲示
　 その他 （ ）

　 行っていない

・ Ａ
18 　 管理している 第21条第3項

＞書類の種類 ・
　 栄養管理に関するもの Ｂ
　 献立作成に関するもの 第9条第4号
　 栄養に知識の普及（栄養指導）に関するもの
　 衛生管理に関するもの Ｃ

　 管理していない 第2の4

・ 委託契約書
19 　 備えている

　 備えていない

・ 給食日誌 Ａ
20 　 ・ 検収簿 第21条第3項

・ 加熱温度表 Ｂ
・ 検便結果　等 第9条第5号

　 Ｃ
第2の5
Ｄ

　 Ｅ
第47条

＊委託契約をしている場
合のみ

給食の運営は、関係法令
等に基づき衛生的かつ安
全に行われているか

給食管理関係
書類　等

掲示用献立表
等

献立のほ
か、必要と思
われる主要
栄養成分等
の表示を
行っている。

献立の掲示
を行ってい
る。

献立の掲
示、栄養成
分等の表示
を行ってい
ない。

Ⅲ
栄
養
に
関
す
る
情
報
の
提
供

①
情
報
提
供

利用者が自分の健
康維持に必要な食
事の質、量を理解
し、栄養成分等の表
示を参考に食事量
のコントロールをす
るなど、自己管理が
できるよう支援する
必要がある。

　

②
知
識
の
普
及

　
利用者に対し、各種の媒
体を活用するなど正しい食
習慣を身につけ、健康的
な生活を送るために必要
な知識の普及を行ってい
るか

様々な手段
を利用して
計画的に
行っている。

可能な範囲
で行ってい
る。

行っていな
い。

Ⅳ
書
類
の
整
備

①
栄
養
管
理
等

栄養管理業務を適
切に実施・評価する
ために、行った業務
に関し確認できる施
設に応じた書類の整
備が必要である。

　

②
委
託
契
約

委託側と受託側との
連携・協力のもと、業
務の責任分担を書
面にて明確にし、食
事内容やサービスの
向上に努める必要
がある。

　
委託契約の内容が確認で
きる委託契約書等を備え
ているか

委託契約書
を備え、委託
内容が明確
にされてお
り、それに基
づく業務が
行われてい
る。

委託契約書
を備え、委託
内容が明確
にされている
が、それに
基づく業務
が一部行わ
れていない。

備えていな
い。

利用者に対し、献立表の
掲示や主要栄養成分の表
示を行うなど、健康や栄養
に関する情報提供を行っ
ているか

栄養管理関係
書類献立表など食事計画に関

する書類とともに、利用者
の身体状況など栄養管理
の評価に必要な情報につ
いて適正に管理している
か

施設での栄
養管理等に
必要な帳票
類が全て整
備されてい
る。

施設での栄
養管理等に
必要な帳票
類がほぼ整
備されてい
る。

帳票類のほ
とんど又は
全部が未整
備。

Ⅴ
衛
生
管
理

①
衛
生
管
理

食中毒等の防止を
図るため、食品の取
扱いに留意するほ
か、調理従事者の健
康状態の把握、施
設設備の点検等を
実施する必要があ
る。

　
大量調理施設衛生管理マニュアル、その他関係法令等を遵
守した衛生管理を行っている 大量調理施

設衛生管理
マニュアル
その他関係
法令等を遵
守した衛生
管理を行っ
ている。

大量調理施
設衛生管理
マニュアル
その他関係
法令等に準
じた衛生管
理を行って
いる。

大量調理施
設衛生管理
マニュアル
その他関係
法令等の定
めによる衛
生管理を
行っていな
い。

大量調理施設衛生管理マニュアル、その他関係法令等に準
じた衛生管理を行うよう努めている

大量調理施設衛生管理マニュアル、その他関係法令等の定
めによる衛生管理を行っていない。
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自己評価
確認書類等

根拠法令等
※良　好 要改善

点検
事項

点検項目 項目の考え方 点検内容

・ Ｃ
21 　 食事提供マニュアルがある 第3

＞ マニュアルが機能するかの定期的な確認
　 している 　 していない

　 食事提供マニュアルの作成等、体制整備を準備・検討中
　 食事提供マニュアルの作成予定なし

　 代替食を提供する体制を整備している
＞ 体制整備の内容
　 非常時用の献立の作成
　 調理従事者の代替確保
　 外注（弁当等）の契約
　 飲料水・食料、食器類等の備蓄
（備蓄食品の内容： （ ）
（備蓄の想定日数： （ ）

＞ 非常時にどこからどのようなものが搬入されるかの確認
　 している 　 していない

＞ 病態等、対象者の特性に応じた食事提供の準備
　 有 　 無

　 代替食の提供体制を準備・検討中
　 代替食の提供体制の整備予定なし

・ 給食会議録
22 　 会議を開催している ・ 運営会議録

＞ 頻度 　 定期的 　 不定期
＞ 記録 　 ある 　 ない

　 会議を開催していない

災害時等対応
マニュアル　等

Ⅵ
災
害
等
の
備
え

①
危
機
管
理

厨房が使用不可能
となった場合におい
ても、特に疾患を有
する者や高齢者、乳
児・妊婦等は栄養管
理が必要不可欠で
あり、不測の事態に
備えた体制整備が
求められる。

　
災害等に備え、食糧の備
蓄や対応方法の整理な
ど、体制の整備に努めて
いるか

食事提供マ
ニュアルがあ
り、災害等発
生の際の具
体的な運用
について定
期的に確認
しており、か
つ対象者の
特性に応じ
た食事提供
体制を整備
している。

食事提供マ
ニュアルの
作成や備蓄
食品の確保
など、何らか
の体制整備
をしている、
または準備・
検討中。

体制が整備
がされてい
ない。

Ⅶ
そ
の
他

①
運
営
管
理

給食を円滑に運営し
ていくために関係者
と話し合いを行い理
解を図ることが必要
である。

　
給食運営に関し、会議を
開催するなど関係者（部
門）との連携が図られてい
るか

定期的に会
議を開催し、
記録もあり、
連携が図ら
れている。

連携をして、
会議を開催
しているが、
記録はな
い。

会議を開催
せず、連携
していない。
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